
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは、これまで一生懸命練習

してきた成果を出し切って、広い運動場で、

思いっきり走り、思いっきり踊り、思いっき

り競技を楽しんでいました。自分の競技は

もちろんですが、友達への声援、拍手、歓

声、すべてにおいて全力で運動会を楽し

む姿に感動しました。 

保護者の皆さんにもたくさん参観いた

だき、子どもたちの大きな励みになりまし

た。また、厚生部員の皆さまには、運動会

をサポートいただき、本当にありがとうご

ざいました。 
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学校教育目標  のびよう ともに たくましく 

11月も終盤を迎え、冬の到来を感じるようになりました。市内ではインフル

エンザの流行による学級閉鎖も出ているようですが、本校では、今のところ感

染者も少なく、落ち着いた状況にあります。引き続き、学校では換気や手洗い、

健康観察等、基本的な感染対策に努めてまいります。ご家庭でも、お子さんの

体調管理をよろしくお願いします。 

10月、11月は、様々な体験活動や行事がありました。子どもたちは、これら一つひとつの活動を通

して、友だちとの絆を深め、達成感や充実感を味わうことができました。また、地域の方々をはじめ

様々な人との出会いやふれあいは、子どもたちの社会性や豊かな感性の育成にもつながっていると感

じています。 

 

亀山市小中学校音楽会が、亀山市文化会館で開かれました。

亀山南小学校は、５・６年生が出場し、嵐の「カイト」を２

部合唱しました。スポットライトが光る明るく大きな舞台、

そしてたくさんのお客さんに、子どもたちは緊張した様子で

したが、美しいハーモニーで歌うことができました。 



地域ふれあい集会は、さまざまな体験を通して、人とのふれあいを広げ、子どもたちの学校生活が

豊かになるよう、学校運営協議会が中心となって企画・実施してくださっている行事です。全体会で

は、亀山中学校吹奏楽部の皆さんに間近で演奏を聞かせてもらったり、音楽会に出場した 5・6年生の

合唱を披露したりしました。また、昨年好評だったおはなし隊さんによる「イソップ物語」の読み聞

かせを今回もしていただきました。そして、ふれあい活動では、地域の名人、達人のゲストティーチ

ャーの方々に来ていただき、いっしょに活動したり、体験させていただいたりしました。ご協力いた

だきました皆さん、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀中吹奏楽演奏 合唱「カイト」 

竹とんぼ 
ユニカール 

おはなし隊さん読み聞かせ 

スポーツ鬼ごっこ 

ボッチャ 

プログラミング 

折り紙 

イラスト 

ろうそくづくり 



2年生が生活科の時間につくったおも

ちゃを使って、おもちゃランドを開き、

1年生を招待しました。2年生は、1年

生にやさしくていねいに遊び方を教えて

あげたり、応援してくれたりしていまし

た。 
 

総合的な学習の時間に秋の里山の様子を観察しに、「ササユリの里」へ行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

茶業研究所、三重ローソク、豆腐力、亀山消防署社会見学に行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ここで作られたローソクは全国で使わ

れていると聞いて、びっくり。 

豆腐づくりの工程を見学しました。試食さ

せていただいた豆腐に、みんな「おいし

い！」と大喜びでした。 

間近で、消防車や救助に使う道具を見学し

ました。 

天神北地区では、西川運輸を訪問し、近くでトラックを見

たり、お仕事のお話を聞いたりしました。 

南部地区では、安知本郵便局を訪問し、郵便局のお仕事に

ついて、教えてもらいました。 

地域の方が準備してくださったたき 

火で焼き芋づくりも体験しました。 

ササユリは種をつけ、木々は紅葉し、栗やドングリ、シイの

実など、木の実もたくさん落ちていました。 



四小交流は、中学校進学に向けて亀山中学校区

の小規模校（昼生、白川、亀山南、神辺）の 6 年

生児童が交流し、仲間づくりをすすめる目的で行

っています。6年生のみんなは、はじめは緊張した

様子でしたが、活動を通して他校の 6 年生と一緒

に楽しそうに話をしたり、活動したりし、楽しい

時間を過ごすことができたようです。次回は 2月、

白川小学校で開催される予定です。 

 

みなみ保育園の年長さんを南小学校へ招待し、総合で学習したプログラミングを活用したゲームを

年長さんたちに体験してもらいました。小さい子たちに優しく接する 5年生がとても頼もしかったで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

「ピンクアイテム運動」の取組 

① いじめを防ぐために自分にできることを考え、その考えを学年ごとに掲示する。 

② 「ピンクシャツデー」にちなんで、11月 30日（木）にピンクアイテムをつける。（有志） 

 

 

 

三重県では、児童生徒が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよう「三重県いじめ防

止条例（以下 条例）」を施行しています。条例では、いじめ防止等に関する県民の理解を深め、社会

総がかりでいじめ問題を克服するため、毎年 4月及び 11月をいじめ防止強化月間としています。 

いじめ防止強化月間に合わせ、本校では、いじめの早期把握・早期対応に向け、いじめに関するア

ンケートを児童に行うとともに、デジタル版の「こころのポスト」を整備し、日常的に相談できる体

制の充実を図り、子どもたちの困り感や悩み等の把握、解決に努めています。 

また、児童会・生活委員会が中心となり、「ピンクアイテム運動」の取組を行っています。 

「ピンクシャツデー」は、２００７年、カナダの学生２人から始まったいじめ反対

運動です。ある日、ピンクのポロシャツを着て登校した少年がいじめられました。そ

れを聞いた先輩 2人が５０枚のピンクシャツを購入し、インターネットで「明日、い

っしょに学校でピンクシャツを着よう」と呼びかけました。 

次の日、学校では呼びかけに賛同した数百名の子どもがピンクのシャツや小物を身

に着けて登校しました。学校中がピンク色に染まり、いじめが自然となくなったそう

です。このエピソードは、ＳＮＳ等で世界中に広まり、今では７０ヵ国以上でいじめ

に反対する運動が行われています。 

 

優しく声をかけ、サポートします。 年長さんから歌のプレゼント 
運動会で踊ったダンスとソーラン節も 

見てもらいました。 


